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退
院
を
待
ち
て
夫
の
好
物
の
栗
ぶ
か
し
せ
ん
と
嫁
と

皮
む
く

太
田
　
敏
子

刈
り
終
え
し
稲
田
の
道
に
車
止
め
余
所
の
老
母
等
蝗

追
い
居
り

八
島
　
三
郎

何
処
よ
り
這
入
り
来
た
る
か
こ
お
ろ
ぎ
は
足
病
む
妻

の
枕
辺
に
鳴
く

高
野
　
　
伝

シ
ド
ニ
ー
の
五
輪
に
偲
ぶ
亡
き
姉
は
人
見
絹
枝
と
競

い
た
り
に
き

岡
崎
　
澄
子

赤
々
と
燃
ゆ
る
が
如
き
曼
珠
沙
華
花
な
き
野
辺
を
色

ど
り
て
咲
く

大
津
　
重
子

ひ
つ
じ
雲
の
合
間
よ
り
照
る
十
三
夜
金
木
犀
の
香
る

夕
べ
に

八
嶋
　
正
子

先
生
に
従
い
孫
等
は
ず
み
行
く
今
日
は
学
校
の
さ
つ

ま
い
も
掘
り

佐
藤
　
ひ
で

部
屋
々
々
を
一
巡
り
し
て
黒
揚
羽
吾
が
前
に
来
て
た

お
や
か
に
舞
う

石
沢
　
敏
子

凛
々
と
秋
晴
れ
の
朝
に
そ
び
え
立
つ
稜
線
眺
め
て
長

袖
羽
織
る

古
山
　
智
子

コ
ス
モ
ス
の
咲
く
土
手
道
を
老
い
夫
と
夕
焼
け
空
を

眺
め
つ
つ
行
く

佐
藤
　
と
く

評
一
首
目
。
退
院
を
祝
う
栗
ぶ
か
し
。
夫
と
妻
と

嫁
三
者
の
好
ま
し
い
家
庭
環
境
が
す
っ
き
り
歌
わ
れ

た
。
二
首
目
。
よ
そ
か
ら
車
で
来
て
イ
ナ
ゴ
を
と
る

の
は
よ
く
見
る
風
景
。
誰
も
文
句
は
言
わ
な
い
。
三

首
目
。
足
病
む
妻
を
慰
め
る
か
の
よ
う
な
コ
オ
ロ
ギ
。

昔
か
ら
虫
の
音
に
親
し
ん
で
き
た
日
本
の
伝
統
を
思

う
。

芒
原
ひ
か
り
と
な
り
て
風
走
る

佐
藤
　
周
子

乗
客
の
片
寄
る
谿
の
初
紅
葉

高
橋
　
正
男

幸
せ
を
か
み
し
み
歩
く
良
夜
か
な

山
家
　
弘
子

遠
山
に
沈
む
夕
日
の
赤
ト
ン
ボ

大
庭
　
良
子

悲
し
み
は
後
に
来
る
も
の
ち
ち
ろ
の
夜

日
下
　
　
文

雲
晴
れ
て
紅
葉
の
蔵
王
見
え
に
け
り

高
子
た
ち
ば
な

飛
石
に
色
を
こ
ぼ
し
て
水
引
草

青
木
　
良
子

支
へ
木
を
更
に
ふ
や
し
て
柿
実
る

岩
沢
　
伍
峯

団
欒
だ
ん
ら
ん

は
線
香
花
火
に
輪
と
な
り
て

三
浦
　
愛
嶺

山
裾
の
馬
頭
の
墓
に
残
る
虫

制
野
　
リ
エ

評
一
句
目
。
一
面
の
ス
ス
キ
の
原
に
風
が
吹
く
。

ス
ス
キ
は
波
の
よ
う
に
う
ね
り
、
銀
の
花
と
な
っ
て

風
が
走
る
。
二
句
目
。
気
の
合
っ
た
乗
客
同
士
の
バ

ス
の
様
子
で
あ
る
。
誰
か
が
「
ア
」
初
紅
葉
だ
と
の

声
に
バ
ス
の
谷
側
に
寄
っ
て
見
る
。
全
山
紅
葉
し
た

ら
さ
ぞ
き
れ
い
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
三
句
目
。
秋
の

月
が
く
ま
な
く
照
ら
す
夜
の
こ
と
を
良
夜
と
い
う
。

ご
主
人
と
一
緒
に
月
の
道
を
ゆ
っ
く
り
と
歩
く
、
仲

の
良
い
二
人
の
姿
が
見
え
る
。
い
つ
ま
で
も
幸
せ
に
。

心
か
ら
禁
酒
を
誓
う
二
日
酔

平
間
　
大
恵

材
質
は
汗
と
涙
の
金
メ
ダ
ル

四
竃
　
英
夫

け
ん
怠
期
昔
は
我
慢
い
ま
離
婚

佐
藤
　
武
雄

死
に
水
は
自
分
で
取
る
と
諦
め
た

大
庭
　
良
子

美
し
く
老
い
た
し
今
朝
も
竹
を
踏
む

米
沢
　
礼
子

老
い
の
身
は
昔
ば
か
り
を
な
つ
か
し
み

鈴
木
　
希
市

子
の
理
屈
な
る
程
筋
が
通
っ
て
る

草
野
　
　
清

人
間
の
都
合
で
良
い
雨
困
る
雨

川
村
　
靜
恵

百
歳
の
秘
訣
を
聞
け
ば
寿
命
で
す

小
野
嘉
津
子

古
タ
ン
ス
貯
金
箱
へ
と
昇
格
し

大
沼
　
妙
子

評
一
句
目
。
二
日
酔
い
の
苦
し
さ
は
経
験
者
で
な

い
と
分
か
ら
な
い
。「
苦
し
い
と
き
の
神
頼
み
」
に

似
て
、
心
か
ら
禁
酒
を
誓
う
の
だ
が
…
人
間
は
弱
い
。

二
句
目
。
栄
光
は
棚
ぼ
た
で
は
得
ら
れ
な
い
、
陰
の

努
力
が
あ
っ
て
こ
そ
。
材
質
と
表
現
し
た
作
者
は
た

だ
者
で
な
い
。
三
句
目
。
現
代
社
会
の
世
相
を
チ
ク

リ
。
忍
耐
、
我
慢
が
人
生
の
味
、
夫
婦
の
仲
を
深
め

る
の
だ
が
。「
え
く
ぼ
ま
で
あ
ば
た
に
見
え
る
け
ん

怠
期
」
離
婚
は
最
後
で
い
い
、
熱
い
湯
も
じ
っ
と
耐

え
て
い
れ
ば
、
い
い
お
風
呂
と
な
り
ま
す
。
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弘
化
安
政
耳
袋
２

武
藤
家
文
書

開
拓
第
二
陣
の
安
斎
惣
十
郎
が
、
札

幌
か
ら
発
信
し
た
書
状
で
あ
る
。

白
石
の
人
た
ち
が
蒸
気
船
に
初
め
て

乗
っ
た
驚
き
を
、
こ
の
書
簡
は
伝
え
て

い
る
。
用
語
に
不
明
な
と
こ
ろ
も
あ
る

が
抄
訳
す
る
と
…
…

一
行
二
〇
六
名
は
九
月
二
十
日
暮
れ

方
よ
り
小
舟
に
乗
り
、
寒
風
沢

さ

ぶ

さ

わ

沖
の
蒸

気
船
・
庚
午
こ
う
ご

丸
に
乗
り
移
っ
た
が
、
こ

の
船
の
立
派
な
こ
と
を
筆
紙
に
尽
く
し

難
い
と
、
ま
ず
最
初
に
書
い
て
あ
る
。

船
の
上
（
甲
板
）
よ
り
は
し
ご
で
降
り

る
と
座
敷
に
な
っ
て
い
る
。
座
敷
は
み

な
唐
物

か
ら
も
の

（
洋
風
の
こ
と
か
）
で
、
一
間
ひ
と
ま

仕
切
し

き

り
に
な
っ
て
お
り
、
一
間
に
二
人

ず
つ
寝
る
棚
が
あ
る
。
貴
人
や
官
人
た

ち
の
座
敷
は
八
畳
敷
ほ
ど
で
、
上
の
方

は
ギ
ヤ
マ
ン
（
ガ
ラ
ス
）
で
明
か
り
を

取
り
、
四
方
に
棚
が
あ
り
、
テ
レ
ン
プ

を
敷
く
。（
テ
ラ
ン
プ
を
置
く
？
）

船
の
中
に
は
二
便
所
（
大
小
）
が
三

カ
所
あ
り
、
据
風
呂
は
二
つ
、
水
箱

（
飲
料
水
？
）
二
つ
、
ほ
か
に
船
底
に
も

水
の
入
れ
る
所
が
あ
る
。

帆
柱
は
二
本
で
、
黒
塗
り
の
帆
柱
の

上
に
は
日
の
丸
を
掲
げ
、
ヘ
シ
リ
（
船

尾
）
に
も
同
じ
旗
を
掲
げ
て
い
る
。
夜

は
帆
柱
の
上
の
ギ
ヤ
マ
ン
ヘ
明
か
り
を

つ
け
る
。「（
原
文
の
ま
ま
）
石
炭
を
焼
、

釜
（
機
関
室
）
よ
り
煙
の
上
が
る
物
あ

り
（
エ
ン
ト
ツ
）、
銅
製
で
廻
り
壱
丈
程

（
三
・
三
メ
ー
ト
ル
）
高
さ
弍
丈
余
、
船

の
左
右
に
は
小
舟
（
ボ
ー
ト
）
が
二
つ

ず
つ
あ
り
、
綱
に
て
上
げ
下
げ
す
る

仕
懸
し
か
け

（
滑
車
）
は
み
な
真
鍮

し
ん
ち
ゅ
う

で
、
時
計

の
よ
う
に
廻
り
、
そ
の
仕
組
は
筆
紙
に

は
尽
く
し
難
い
」
と
あ
る
。

ま
た
、
船
が
走
る
と
き
は
車
の
回
る

音
が
し
て
、
船
の
左
右
か
ら
滝
の
ご
と

く
水
が
出
て
走
る
。
こ
れ
は
船
の
底
の

車
（
ス
ク
リ
ュ
ー
）
が
、
水
を
か
き
揚

げ
る
か
ら
だ
と
記
す
。
さ
ら
に
船
内
で

の
食
事
の
こ
と
な
ど
、
そ
の
見
聞
は
驚

き
に
満
ち
て
い
る
。

庚
午
丸
は
函
館
に
入
港
し
、
開
拓
第

一
陣
を
収
容
し
て
小
樽
に
無
事
到
着
す

る
。
書
簡
は
ま
だ
続
き
、
開
拓
村
の
状

況
を
詳
細
に
つ
づ
っ
て
い
る
。

（
白
石
市
図
書
館
所
蔵
）

白
石
の
古
文
書
H

　カ ロ
ライン

の

国際コーナー�
International Corner

9

白
川
空手道スポーツ

少
年

団

★
　

　　
　　　　

★

116
生涯空

手道と人材育成を目指して

白川空手道スポーツ少年団は、団員
15名で空手道の練習に汗を流してい
ます。
「礼節」「健康」「友情」を方針に掲
げ、人格形成を図り、忍耐力、精神力
を養い、生涯にわたり維持できること
を目指しています。同時に21世紀を
背負って立つ人材育成にも力を入れて
います。
各種大会には積極的に参加してお
り、白石大会、糸東会東北大会、県大
会などで上位入賞者を出しています。
練習は週１回（毎週火曜日午後6:30
から8:30まで）白川公民館2階で行
っています。入団希望の方は、練習日
に気軽にいらしてください。
（師範：我妻勇、指導員：佐藤真樹、
連絡先・団代表：日下廣久@27-2108）

あと１カ月で2000年が終わり、21世紀に入り
ますね。皆さんにとって、2000年はどのような
年でしたか？楽しみましたか？私にとってはとて
も楽しい年で、あっという間に終わってしまった
感じがしています。今年も仕事の面では、いろい
ろな面白い行事に参加しました。
10月末、あしたば白石で開催された「みやぎ

県民大学ｉｎ白石」に講師として参加しました。
テーマは「アイルランドの男女平等と郷土料理」
でした。両方の話題にあまり詳しくない私はとて
もドキドキでしたけど、無事に終わりました！
アイルランドの料理はジャガイモを使う料理が

多いので、ジャガイモを使って皆でチキンシチュ
ーという代表的な料理を作りました。シチューは
とても簡単に作れる料理で、アイルランドでは、
冬によく食べる料理です。
アイルランドの料理の味付けは、ほとんど塩と

コショウだけなので、日本人の口に合うかどうか
とても心配でした。日本の料理だったら、しょう
ゆとかみりんなどを使って、味付けをしますよね。

それで、塩とコショウだけで何か足りないと感じ
るかなと不安でした。しかし、料理が上手な皆さ
んに「オイシイ」と言われて、安心しました！も
ちろん私にとって、とてもおいしくて、懐かしい
味でした！
それじゃ、皆さん風邪を引かないように気を付

けて、クリスマスとお正月を楽しんでください！
来年も「国際コーナー」を読んでくださいね。

こ
う
か
あ
ん
せ
い


